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昭和62年
より整備

（ドレーン工法）

排水

水害リスクに対する認識の向上水害リスクに対する認識の向上水害リスクに対する認識の向上

的確な避難のための啓発的確な避難のための啓発的確な避難のための啓発
水害に備えるまちづくりと水害に備えるまちづくりと
水害からの復旧の備え水害からの復旧の備え

水害に備えるまちづくりと
水害からの復旧の備え

情報提供体制の充実と情報提供体制の充実と
水防体制の強化水防体制の強化

情報提供体制の充実と
水防体制の強化
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仁川合流点

河口

尼崎市

計画の特徴１ 計画の特徴２
流域全体で防災力の向上をめざし、

を３本柱とする「総合的な治水対策」を進めます。
生物多様性を保全するため、河川工事を行う
際には環境の「２つの原則」を守ります。

総合的な治水対策 環境の「２つの原則」河川対策 流域対策 減災対策

　想定を超える事態においても、第１に人命を守ること、第２にライフラインなど守るべき「まち」の機能を明確にして
防御することにより、県民生活や社会経済活動への深刻なダメージを回避することを目指します。

※新規ダム建設や既存の利水施設である千苅ダムの治水活用等については、河川整備基本方針の目標達成に向けて、必要性・実現可能性の検討を継続しています。

河道を掘り下げて断面を大きくしたり、堤防が決壊しないように強化したりします。
また、遊水地の整備等により、洪水時に下流へ流れる水量を減らしたりします。

学校の校庭・公園・ため池等に雨水を一時的にためるこ
となどにより、流域からの雨水の流出量を減らします。

計画規模を上回る洪水など、想定を超える事態においても
人命を守り、被害を小さくする減災対策を進めます。

河 道 対 策 洪水調節施設

公園貯留 ため池貯留

校庭貯留

洪水の一部をため
て下流へ流れる水
量を減らす

水の流れる断面を
大きくし、洪水時の
水位を低下させる

堤防にしみ込んだ水
を速やかに排水し、
堤防の決壊を防ぐ

洪水前に水道用水を
一部放流して洪水を
ためる容量を増やす
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河川整備基本方針

現在の施設能力
河川整備計画 戦後最大洪水である

昭和36年6月27日洪水と同規模
計画期間
20年間

流域内に残る優れた「生物の生活空間」の総量を維持する

流域内で種の絶滅を招かない

　さらに、武庫川の自然環境をより良いものにするため、配
慮を検討すべき｢生物の生活空間｣（改善が必要な空間）を
抽出し、環境改善を効果的に行います。

全県的にも生物多様性が高い
武庫川上流の優れた「生物の生活空間」
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※高さ方向に比べ水平方向は圧縮表示 河口からの距離（㎞）

安全性の段階的向上
　河川整備基本方針で定めた将来の目標達成には長い年月
が必要なため、河川整備計画を策定して段階的に安全性を
向上させます。

※今回の計画期間は平成23～42年度の20年間

想定を超える
事態への備え
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　武庫川を特徴づける多種多様な動植物が、今後も生息･
生育できる豊かな自然環境の保全･再生に努めます。

阪神電鉄武庫川駅付近の地形を東西方向に切った断面

浸水想定区域

※
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武庫川の治水が
目指すところ
武庫川の治水が
目指すところ

※武庫川本川が氾濫した場合を想定

河口～仁川合流点（下流部築堤区間）は、ひとたび堤防が決壊すると甚大な被害が予想されることから、この区間の安全性を早期に向上させることが喫緊の課題となっています。

上下流部に比べて
流下能力が低い区間

旧
国
道

旧
国
道

(

武
庫
川
橋
）

(

武
庫
川
橋
）

臨
港
線

臨
港
線

(

南
武
橋
）

(

南
武
橋
）

(

武
庫
大
橋
）

(

武
庫
大
橋
）

下流部築堤区間河
口

仁
川
合
流
点

2,500m³/s
（基準点）




